反 向 的な 声で 男 はうな つた。 愚な 只今までの 誤り I 

I 名 づけて 経験と 云う もので どうやら 人殺し もせず 泥 

棒 もしないで 生活して 居る ことが 出来る ほど 大まかな 

頭で 逃げてから あとの 事 を 考えた。 

「自分の 過去の 歴史なん か は 一 寸 もしらない ものの 

中で 根 かぎり 働く 人に うまくと り 入る。 

朝日の のぼる 様に グン ダンと 出世して 百 や 千の 金 

は 右から 左に 廻せ る 様になる —— 」 

こんな 風に 男 は 歩みの のろくな つたの も 気づかずに 

考えつ づけた。 どんなに 出世し どんなに 立派に なって 

金が たま つ て も その どん づ まりに はま つ くろい 着物 を 



も 思いめ ぐらして 見た。 

どん づ まりに つきあたる ところ は やっぱり さ つきと 

同じ おそろしく 物凄い そうして 動かす ことの 出来ない 

悲しい いたましい 事であった。 

男 は 又 あともどり をした。 

そうして 出な おした。 

「うんと 遊びぬ いて —— 」 

その つきあたり も 同様で あ つ た。 

「うんと なまけて II」 

「死」 がわら つて 居る、 

「そこいら 中 ほつ つきある いて 1 



動かし 得ない ものに つきあたった。 

「どうす り や あいいん だ！」 

信仰 もな く 自信 もな く 抱 ふな どの 有ろう はず もな い 

男 は 通り こして しまう 事の 出来ない 関所の 前に つきあ 

たると あとじ さり を も 又 つきやぶる 事 も 出来ない でた 

だな す 事と 云えば 動かない 「死」 を 声の かれる までの 

のしつ て その あげく は 普通より 以上に ものすごく むご 

く 死の 手に とりあつかわれなければ ならない 運命 を 

も つ て 居た。 

「フ ん、 はばかん ながら 己 様が 今 死んで なる もんか 

ヽ o 

レ 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第一 一十 九 巻」 新 日本 出版社 

1981 (昭和が) 年に 月 お 日 初版 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 5 刷 

初出： 「宫本 百合 子 全集 第二 十九 巻」 新 日本 出版社 

1981 (昭和が) 年匸月 お 日 初版 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 土屋隆 

2OOD0 年 9 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



